
 

六甲山のいのしし？ 

 

CS神戸のホームページの中村さ
んの自己紹介は『六甲山のいのしし

に出会うとかわいい！と言ってしまう

ひたすらまっすぐな、いのしし年。大

胆かつ慎重、明朗かつ陰険、左党か

つ右党、なぜか不均衡が私を安定さ

せてくれる暴走？族です』 

中村さんはまさにこの言葉通りの

方。広告会社などを経て、30代半ば
に地域づくりにかかわろうと、「住民参

加型在宅福祉サービス団体」の草分

けである「神戸ライフケア協会」に参

加。1995年の阪神・淡路大震災半年
後に、「東灘・地域助け合いネット

ワーク」を立ち上げ、復興支援に取り

組む。被災者の「ケア中心」の活動か

ら「助けてもらう人が助ける人になる」

という双方向のコミュニティづくりへの

転換、被災者の自立を支援する組織

の必要性を痛感し、1996年に中間支
援組織「CS神戸」を立ち上げた。 

 

大震災で気づいたこと 

 

大震災は多くの地域のニーズを噴

出させ、その中で中村さんは２つのこ

とに気づく。第一は、地域福祉の重

要性。震災で亡くなった方は約6400
人、その多くが即死ではなく瓦礫の

中で2～3日生きていた。サークル、
会社など身近に探してくれる人がい

た人の方が救出された。中村さんは、

地域コミュニティの必要性と、地域福

祉があってこそ自分の幸せがあるこ

と、被災しないからといって幸せには

なり得ないことを実感する。第二は、

地域住民が自立し、自発的に公共に

参加することの重要性。震災時には

行政も地縁の地域団体（自治会、婦

人会など）もすぐに対応できなかっ

た。市民が主体となってまちづくりを

進める必要がある。しかし、完璧な個

人や完璧な組織などあり得ない。市

民社会という組織の中でも、自分の

弱い所は他の人に補ってもらう、そう

いう人と人との結びつきの必要性を

感じたという。 

これらの経験を活かし、CS神戸で

は、居住地共有の地域団体（自治会、

町会、社協）と関心共有のテーマ型団

体（ボランティア、NPO、サークル）の
垣根を越えた近隣コミュニティ作りに

取り組んでいる。「地域に喜んでもらえ

ることがしたい」「経費に見合う収入を

得て人の役に立ちたい」という思いを

受けとめ、地域の困難を、地域の人々

の技能・特技を活かしながら解決し、

コミュニティを再構築してきた。 

 

多様な価値と向き合い 

認め合う文化とＮＰＯ 

 

CS神戸の原点は「あなたは地域の
ために何ができますか」という一人ひ

とりへの問いかけであり、どんな人で

も地域福祉に役立たない人はいない

という確信にある。CS神戸には、100
人のボランティアスタッフが関わって

いるが、精神障害をもつスタッフもい

る。その一人が昼食時に大声で集金

する姿をみて、ひるまず主張すること

の重要性を再認識させられた。それ

が対行政交渉などで弱気になった時

の助けになったとのこと。 

NPO活動は言い換えれば、人間
性を取り戻すこと。企業組織は多様

性が排除され、画一的な動きが基本

である。しかし、NPOは自主性と個別
性が重んじられ、話し合いによるコン

センサスが基本。このコンセンサス形

成に多様な人材が参画することで、

立場の違いを認識でき、人間性の回

復につながる、と中村さんは言う。 

CS神戸が設立や運営を支援した
団体は46団体。活動分野は日常生
活支援型（給配食・外出・日曜大工・

特殊衣服製作・グループハウスなど）

から、生活改善（リハビリ音楽・シル

バーダンス・バリアフリーマップなど）、

さらに権利擁護（DV・被害者支援な
ど）、文化芸術に至るまで多彩で幅広

い。今は、住民、バス事業者、NPOに
よるコミュニティバスの運行を軌道に

のせようとしている。地域コミュニティ

活動は自己完結方式ではなく、多様

な地域の資源を持ち寄ることが成功

の要因だと言う。今回の講演で紹介さ

れたCS神戸の具体的実践例は、私
たちが地域で活動を進める上でのヒ

ントが詰まった宝箱のようだった。 

 

（文 関口敦男、写真 相原早苗） 
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（１）

ＮＰＯ会計支援の必要性 

 

現在、NPO法人と
いう形態で、意欲のあ

る市民の方々が続々

と法人の設立を目指さ

れています。しかし、NPO法人設
立後の運営において、営利法人

以上に財政面及びこれを取り巻く

諸問題に直面し、かつ弱い立場に

立たされている場合が多いという

社会的現実があります。このことに

対して、ようやく全国の会計専門

家が集まり始めました。 

会計専門家はビジネスとして成

り立たない部分を「やる気」でカ

バーしています。そのため、領収

書の管理や出納帳といった帳簿の

記載などの日常的会計業務を会

計専門家がすべて行うことは、費

やす時間と受け取る報酬から考え

て到底不可能です。日常的会計

業務については、NPO法人の側
で会計に慣れたスタッフの方々に

お願いしなければならないというこ

とになります。 

専門的な諸問題を解決する会

計専門家と、日常的会計業務をこ

なしていく会計スタッフの連携が、

NPO法人の運営には不可欠であ
ろうと思います。NPO法人の抱え
る諸問題とこれを解決して欲しいと

するニーズに対して会計専門家が

それに応えようとしている現在、互

いに理解しあい、協働していくこと

が出来れば、各法人の状況は改

善されNPO全体の制度的発展も
望めます。これから茨城でも、

NPOを支援する会計専門家グ
ループとサポーターグループを立

ち上げますので、ご協力をお願い

します。 

 

（文 理事 神山直規） 
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勤労者マルチライフ支援事業 

勤労者ぼらんてぃあ・ねっと 

http://www.volunteer-net.jp 

 余暇や退職後の時間を活用して、

ボランティア活動を始めませんか。

コモンズは、あなたの社会貢献活動

を応援しています！ 

「セカンドライフ」の充実を！ 
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189 (2月17日現在） 

茨城県認証ＮＰＯ法人 

48 (1月30日現在） 

内閣府認証県在ＮＰＯ法人 

Ｎ Ｐ Ｏ 

の 

ひとびと 

「地域のやる気」を形にする 

マルチライフ支援事業３年間で区切り 

団塊世代の男性の地域参加が時代のテーマとなる

中で、勤労者が社会貢献活動や地域とかかわりやす

い環境をつくる。この趣旨で茨城県経営者協会とコモ

ンズが事務局となってすすめてきた同事業が、3年間
の国の委託事業期間を終える。ボランティア体験セミ

ナー、NPOフォーラムなどのイベント、NPOの求人情
報の収集と本紙や冊子類の作成、協働をテーマにし

た検討会など、企業、NPO、行政関係者が共に活動
してきたことで、三者の接点は徐々に拡大してきた。

特に退職後、NPOを立ち上げたい、企業自らがNPO
を興せないか、などの問い合わせも大分増えている。

国の支援事業は新たに全国10地域で行われるが、茨
城でも今後も事業の継続、発展に取り組みたい。 

第２回ワンモアライフ勤労者ボランティア賞 

受賞おめでとうございます！ 

ボランティア賞 中村 貴之さん（通信・放送機構

つくば通信研究開発支援センター勤務）  
ナイスアシスト賞 NPO法人 リヴォルヴ学校教育
研究所 

マルチライフを実践している勤労者やその活動を応

援している団体を顕彰する事業で、茨城県からは二

方が受賞。 

リヴォルヴ学校教育研究所は、学校にうまく適応で

きずにいる子ども達のための「小さな地域立学校」の

設立を目指し、ライズ学園の運営やセミナー企画、

教育相談活動や学校・地域教育の支援を行う団体。

地域の多くの人々が教育にボランタリーに関わる仕

組みづくりを実現している。 

中村さんは、同団体の法人設立時から中心的に運

営に関わり、今年度「いばらきマナビィ・ネット」の立

ち上げではご自身の技術を活かし活躍している。ま

た、職場の理解を得て市民活動団体の支援や地域

づくりの活動にも積極的。 

これからも

益々ご活躍

いただき、ま

たボランティ

アを広めて

いただきた

い。 
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NPO法人 コミュニティ・サポートセン

ター神戸 

〒658-0053 兵庫県神戸市東灘区住

吉宮町2丁目19-21 

Tel078-841-0310 

Fax076-841-0312 

E-Mail:cskobe@mse.biglobe.ne.jp 

NPO法人 コミュニティ・サポートセンター神戸（CS神戸） 中村順子さん 

1995年1月、瓦礫の街と化した神戸。あれか
ら9年、神戸は市民が積極的に地域づくりに
参加する先進的な街になりつつある。震災の

教訓を糧に、市内NPOの中心となって活躍
してきた、中村順子さんを紹介する。 

講演「市民発の地域福祉 ～ NPO・ボランティ
ア団体でまちを活きいきしよう～」、2004年2月
29日(日)、高萩市総合福祉センターにて） 



◇◆イベント案内◆◇ 

■子どもの権利条約フォーラムいばらきプレ

ゼンテーション 

年に1回開かれる、全国フェスティバルです。12回
目の今年は、茨城で秋に開催する予定です。それ

に先駆けてのプレイベントです。 

日時 3月21日（日）午前10時～午後4時10分（開
場40分前） 

場所 茨城県県南生涯学習センター・多目的ホー

ル（土浦市駅前ウララビル5階） 
第一考話 午前10時～正午 話し手：安積遊歩さ

ん(CIL援助為センター代表・コウカウ
ンセラー) ｢私の視点・日常の中の権利

と差別と自己決定権｣ 

第二考話 午後0時40分～2時半 話し手：黒河内
繁美さん(大阪自由学校「ぼちぼち」事

務局長)｢参加者として視続けてきた

フォーラム この11年｣ 
第三考話 午後2時40分～3時40分 話し手：当日

紹介｢子どもの権利条約と自分さがし｣

について18歳以下の方々がそれぞれ
に話してくれるはず 

午後3時40分～4時10分 話し手：喜多
明人さん(早稲田大学文学部教授、子

どもの権利条約ネットワーク代表) 

「子どもの権利条約フォーラム12年」 
交流会 午後4時30分 参加自由（喜多さんも参
加します） 

参加費 18歳以下無料、一般1,200円（資料代含） 
主催 NGO未来の子どもネットワーク 
協力団体 NPO法人子ども劇場茨城、子どもの権

利条約ネットワーク 

協賛団体 NPO法人龍ヶ崎フォーラム 
問い合わせ NGO未来の子どもネットワーク 

Tel 0297-63-0722 
■爆笑ライブⅡ参加者募集 

「人力舎ライブin水戸」爆笑オンエアバトルなどで
爆走中のアンタッチャブルや田上よしえなど

Performer 10組による爆笑ライブ 
日時 3月30日（火）午後4時半～6時、午後7時～

8時半 
場所 常磐大学H棟大講義室 
チケット 一般3,000円 会員1,500円 
チケット販売 水戸京成百貨店、かわまた楽器、ラ

イファ水戸(駅南店)、水戸こどもの

劇場事務局 

主催 NPO法人水戸こどもの劇場 
問い合わせ 水戸こどもの劇場事務局 

Tel&Fax 029-255-0908 
E-mail: gekijyou@bird.to 

■安心して子供を育てる為のワークショップ

受講生募集 ― 12年にわたる活動から､エッ

センスをお届けします ― 

机上の講義ではありません｡頭のスイッチを切って､

脳神経解剖や発達心理学の話を交えながら､実際

に動く動きの中から､家族関係を含めた人間関係

の結び方や､自分の心身の「かたより」を知る事が

出来ます｡この事業は茨城県社協「はんどちゃん

ネットワーク運動」の助成を受けて行っています｡ 

期間 4月10日（土）または4月12日（月）～11月下旬 
場所 茨城県立青少年会館（県立歴史館向かい） 

講師 森岡ひさ子さん（セラピスト） 

対象 子供が育つ過程に関わっている方ならどな

たでも 

コース案内 土曜日午前コース（10時～正午）  
土曜日午後コース（1時～3時） 
月曜日午前コース（10時～正午） 
月曜日午後コース（1時～3時） 

＊内容は同じですので､振替受講可能です｡ 

定員 各コース先着20名（合計80名） 
受講料 各コース（全8回） 24,000円 
申込締切 3月31日（水） 

＊メールかファックスで申し込み 

問い合わせ フリースペースすだち 

Tel&Fax 029-259-2774 
E-mail: sudatipan@ybb.ne.jp 

◇◆ボランティア募集◆◇ 

■植林ボランティア体験・内モンゴル沙漠植

林交流協会植林協力隊 －５月隊員募集－ 
地元農牧民の自主的植林活動を支援することが

内モンゴル沙漠植林交流協会の活動方針です。

地元農牧民と協力して沙漠森林農場づくりや沙漠

緑化学習会の開催など、地域に密着した活動を

行っています。植林協力隊に皆様のご参加をお待

ちしております。 

日程 5月20日(木)～25日(火) 
期間 6日間 
旅行費 158,000円 
問い合わせ NPO法人内モンゴル沙漠植林交流
協会 代表 八代さん 

Tel＆Fax 0299-69-4539 
E-mail: sabakusyokurin＠rio.odn.ne.jp 

■里山ボランティア登録者募集 

つくば環境フォーラムでは、多様な生き物が棲む

里山の保全を進めるため「オオムラサキの棲む里

山づくり」事業に取り組んでいます。森の手入れな

どの里山づくりに継続的にかかわってくださる方を

募集しています。登録者には活動のお知らせなど

を、折々させていただきます。次回活動予定3月
28日（日）。 
問い合わせ NPO法人つくば環境フォーラム 

Tel＆Fax 029-863-5151 
E-mail: tef298@lime.ocn.ne.jp 

■コミュニティレストランとらいスタッフ募集 

「とらいスペース事業」に賛同して下さるボランティ

アスタッフを募集しています。お願いするのはホー

ル、厨房など、レストラン業務全般です。特にディ

ナータイム、土日にできる方を探しています。 

問い合わせ コミュニティレストランとらい  

Tel 029-233-6544 

（２） 

情報掲示板（今月から来月にかけてのイベントなどを掲載しています） 

うれしい春 

 

 

 外に出

ると家々

の庭から

梅の花の香りがしてきます。

そんな中、手に花束を持った

高校生とすれ違いました。卒

業式でしょうか。寒さは残る

けれど、もうすっかり春。 

 つい先日いつものように大

成女子高の前を通ると、大き

な垂れ幕が目に飛び込んでき

ました。なんとバレーボール

部が春の高校バレー全国大会

出場です！五軒町内では

ちょっと大きなニュース。過

去にも出場経験があるよう

で、こんな近くなのに知らず

にいてしまったけれど、身近

だというだけでなにやら嬉し

い気持ちです。頑張ってほし

いですね！ 

 

（文と絵 草間多佳子） 

五軒町 

だより 
事務日誌に 

かえて 

ハモナカフェ(Tel029-871-2157) 水戸芸術館(Tel029-227-8111) 水戸カトリック教会(Tel029-221-3976) ギャラリー「街かど美術館」
(Tel0294-72-8888) 自然食レストラン「パンプキン」(Tel0293-42-1818) 常陸太田生涯学習センター(Tel0294-72-8888) カフェ「ピアニッ
シモ」(Tel029-255-3777) 自然食品「イーハトーブの森」(Tel029-254-3752) こどもとおとなの学校「恵藍舎」(Tel029-246-9689) 県水戸
生涯学習センター(Tel029-228-1313) 交流サルーンいばらき(Tel029-302-2160) 水戸市国際交流センター(Tel029-221-1800) 水戸市

福祉ボランティア会館(Tel029-309-4141) まちの駅みと(Tel029-302-3100) 菜食カフェレストラン「Ritz’n (りっつん)」(Tel029-856-0009) つくば市市民活
動センター(Tel029-855-1171) 鹿嶋市立中央図書館(Tel0299-83-2510) 龍ケ崎市市民活動センター(Tel0297-63-0030) 守谷市民活動支援センター
(Tel0297-46-3370) 下館市立図書館(Tel0296-24-3530) 県西生涯学習センター(Tel0296-24-1151) 県南生涯学習センター(Tel029-826-1101) 県立
図書館(Tel029-221-5569) 水戸市立中央図書館(Tel029-226-3951)  水戸市立西部図書館(Tel029-255-5651)  水戸市立東部図書館(Tel029-248-
4051) まちかど情報センター(Tel0299-27-5171) 水戸市男女文化センターびよんど(Tel029-226-3161) ロイヤルフィットネスクラブ(Tel029-273-3281) 
阿見町町民活動センター(Tel029-888-2051) 伊奈町立図書館(Tel0297-58-3710) 

本 紙 常 備 

施設・お店 

あ と 

が き 

地域福祉を考える集い「こんな『ふくし』はあなたにコンビニエンス～みんな

で進める福祉のおもしろさを考えよう！～」に参加させいていただきました。 

 基調講演では、自立生活歴20年目という細谷さんが、介護関連の法整備の矛
盾などによる苦労話や、地域の方々のコミュニケーションの重要性、介護サービ

スとボランティアの弾力的かつ円滑な連携の大切さといった利用者側からの意見

を述べられ、行政と地域の連携の必要性を深く考えさせられました。自立生活当

初は、ヘルパーも週1回、2時間と少なく、大変なご苦労があったように思われま
す。他方、地域の関わりでは茨城大学の学生、社会人など60名あまりのボラン
ティアが関わっていたそうです。今でこそコンビニエンスにボランティアを募る

事ができますが、20年前に60名というボランティアを集めた細谷さんの人脈づく
りは魔法のように感じられました。 

 また、第2部ではパネルディスカッションということで、地域福祉活動に貢献
されてきた先輩方の貴重な意見を聞けてとても参考になりました。その後のグ

ループセッションでは、時間が短すぎて最後の1秒まで熱い声がそちこちで聞か
れました。限られた時間の中では満足できない

強者ぞろいだったようで、是非、次回はもっと

余裕ある時間配分をお願いします。不完全燃焼

は体によくありません。結局、その夜は一緒に

参加した友人と地域福祉に関して夜中3時まで
語り合ってしまいました。 

 地域福祉ということで、色々なお話を聞かせ

ていただき、やっぱり、自分が安心して年をと

れる地域、ずっと住み続けたくなるような地域

の実現を考えていきたい、その中で、自分に何

ができるかを探していきたいと思いました。ま

た、機会がありましたら是非参加させてくださ

い。ありがとうございました。 
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CS神戸の中村さん曰く、組織にはリーダー、マネージャー、コーディネーターが必要。その通り。(横田) 「親の言葉とナスビの花は千に一つの無駄もない」こりゃこりゃ♪♪(なす) 情報掲示板担当で

す。主催者さんとのメールやFAXでの確認作業、小さなやりとり、楽しいひととき。(か) 大海に 永旅出づる 百合の華(ヤマト) 夢と現実、心と身体、どっちかだけじゃやってけねえよ。(カムイ) 

Ｎ Ｐ Ｏ 
一 日 体 験 

レ ポ ー ト 

地 域 福 祉 を 考 え る 集 い 

（2004年2月21日、水戸市福祉ボラン

ティア会館） 

（文 鈴木宏治さん＝アクティブ・

コンピュータ、地域福祉プロモー

ター養成講座受講生） 
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『茨城のＮＰＯ 2002～2003』 

活動の展望と福祉計画への関わりについて 

福祉系NPOの49団体の現状とこれからの展
望を、訪問ヒアリング調査をもとにまとめ

た特集を組んでいます。この他、福祉系だ

けでなくスポーツ系NPOの座談会、県内
NPOリストや2002年度収支決算リストを載
せています。多くのボランティアの協力で

出来ました。NPOに興味のある方、県内
NPOについて知りたい方にお奨めです。 
価格 一般 1,000円（税込、送料別） 
   会員  700円（税込、送料別） 
問い合わせ 茨城NPOセンター・コモンズ 

Tel 029-300-4321 Fax 029-300-4320 
 E-mail: info@npocommons.org 

書 籍 紹 介 

聴覚障害者福祉作業所｢工房ふくろう｣2004年4月
開設に向け準備中！水戸市聴力障害者協会（水

聴協）は、水戸在住の聞こえない人たちの社会、

生活、文化、教育などの平等を目指し活動をして

います。このたび、施設（双葉台団地）を借りて、パ

ンを製造・販売する作業所を開設することになりま

した。みなさんの資金・物品・力・アイデアを求めて

います！！ 

1. 資金での協力を求めています。：賛助会員（年
会費3000円）、寄付（個人1口1000円、団体1
口5000円） 

2. 物品での協力を求めています。：製パン用調
理器具、オフィス用品など 

3. ボランティアの力を求めています。：パン販売
のサポート、オフィスのサポート（印刷物の作成

と発送など） 

4. 経理経験者募集 
問い合わせ 聴覚障害者福祉作業所｢工房ふくろう｣ 

設立準備委員会 

Fax 029-224-1916 

聴覚障害者福祉作業所｢工房ふくろう｣ 


